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　熱電対は、測温抵抗体とともに、工業温度計測 
においてもっともよく使われる温度センサです。 
異種の金属あるいは合金の線一対の一端（A 点）を 
電気的に接続し、他端（B 点）を A 点と異なる温度 
に置くと、AB 点の温度差に対応して両電線の B 点 
間に起電力を生じます。これを発見者の名前を 
とってゼーベック効果と呼びます。
　厳密には、上記の一端を電気的に接続した異種 
金属線を熱電対と言いますが、通常は、これを保 
護管に収納して、接続点 A や両金属線が被測定物 
や雰囲気などに直接接触しないようにした測温用 
素子のことを熱電対と呼んでいます。異種金属の 
一例をあげると、高温温度測定の基準として使わ 
れる S 熱電対の場合は、純白金と白金 / ロジューム 
合金（ロジューム 10％）を使っています。
　ゼーベック効果による起電力は温度差に対応し 
て発生するため、熱電対で得られるのは A 点と B 
点の温度差に関する情報であることに注意する必 
要があります。
　一方、工業計測で必要とするのは温度差ではな 
く、120℃など測温対象の絶対的な温度です。その 
ためには、A を測温接点、B を冷接点（基準接点）と 
し、B を 0℃に保ってやれば、そのときの起電力が 
A 点の絶対的な温度に対応する起電力であるとい 
うことになります。このようにして異種金属の組 
合 せ 別 に 1 ℃ 刻 み の 起 電 力 を 測 っ た の が JIS 

（C1602）の規準熱起電力表です。この起電力表があ 
れば、熱電対の起電力を測定することによって測 
定対象の温度を知ることができます。JIS で規定し
ている熱電対には 8 種類あります。B、E、J、 
K、N、R、S、T 熱電対です。ここで値付けさ 
れている熱電対の温度範囲は−270 ℃～ 1820 
℃、起電力の範囲は−10 mVから 80mV の間 
にあります。また温度と起電力の関係は、ご 
く一部分を除いて単調増加関係（一方が増え

れば他方も増える）にありますが、直線的な比例関 
係にはありません。
　一方、工業計測で望まれるのは、1 ～ 5 V、4 ～ 
20mAなど高レベルで標準化された電気信号を使っ 
て温度を直線的（リニア）に表現することです。そ 
こで、ノンリニア（直線的でない）な低レベルの起 
電力信号を計測して、リニアな標準信号に変換す 
る役割をもった、熱電対信号変換器が計装要素と 
して重要になるわけです。また、冷接点の温度を 0 
℃に保つ必要があるわけですが、そのためには水 
と氷が混在共存する理想的な 0℃の状態を準備し 
て、冷接点をそこに挿入して安定保持しておくの 
が理想的です（図1参照）。実験室ではこの方法が使 
われますが、工業計測の現場ではコストと場所を 
要し、融通性を欠くため実用的ではありません。
　その対策として、熱電対あるいは補償導線を信号 
変換器の端子に接続することによって、端子の温度 
を冷接点温度にします（図 2参照）。一方、変換器自 
身で自分の端子温度を測定し、それから得た情報に 
基づいて、計測した熱電対の起電力を補正し、真の 
起電力を得るという機能もあわせもっています。こ 
れを冷接点温度補償機能と呼んでいます。
　次回は、この補償機能とその検定について述べま 
す。
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